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　宇都宮の田園地帯では、昔から、自然と共に暮
らしていく中、自然や神 に々人々の繁栄や五穀豊穣
を願って、さまざまな伝統行事が行われてきました。
■宇都宮北部に伝わる獅
子舞　北部地域では、天
下一関

かん

白
ぱく

神
かみ

獅子舞など、雄
２匹・雌１匹からなる、一
人立ち三匹獅子舞が、毎
年、盆や二百十日（9月1
日頃）、あるいは道や橋が
完成した時などに、悪疫退散、家内安全、風雨順
調などを願って行われています。
■豊作を願う天祭　市内50カ所以上の場所で、
太陽や月をはじめとする神々などに、風雨順調・五
穀豊穣などを祈願する天祭が行われていたことが
知られています。天祭は、江戸後期に盛んとなり、
念仏を唱えながら祭壇の周囲を回るもので、その中

心となる二階建ての彫刻屋台の形をとった天
てん

棚
だな

は、
全国的に見ても宇都宮市とその近辺にしか存在しな
い独特なものだそうです。
■日光街道沿いの付

つけまつり

祭　日光街道沿いでは、夏の
暑い時期に、疫病退散や家内安全、五穀豊穣を願っ
て、石那田八坂神社天王祭付祭や徳次郎智

ち

賀
か

都
つ

神社祭礼付祭で、それぞれ６台の彫刻屋台が繰り
出され、地域の一大行事となっています。
■地域に伝わる伝統行事を未来へ　この他にも、
羽黒山神社の梵天祭りや瓦谷の神

か ぐ ら

楽など、各地で
伝統的な行事が、今もなお地域の人 に々よって引き
継がれています。
　これらの行事は、地域の人々の絆を深め、地域
の一体感を生み出すことのできる貴重な文化資源
です。みんなで力を合わせ、未来の子どもたちに、
これらの伝統行事を伝えていきたいものです。
問文化課☎（632）2764

市民俳歌柳壇市民俳歌柳壇

◎俳歌柳壇　応募方法　１人に付き俳句３句、短歌３首、川柳３句以内。対象は市内在住の人で、未発表
作品に限ります。はがきに、作品 （漢字にはふりがなも付けて）・住所・氏名（ふりがな）・応募する壇名
を書き、毎月20日（消印有効）までに、〒320-8540市役所広報広聴課へ。俳句・短歌・川柳の併記は不可。
市内に在住か通学している小・中学生からも応募をお待ちしています。問広報広聴課☎(632)2028
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句
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れ
る
。

上
の
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の
着
眼
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感
動
が
下
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句
を
引
い
て
き
た
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面
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出
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冬
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た
り
な
ば
春
遠
か
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と
言
う
。
一
月
末
と
も
な
れ
ば
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近
し
の
感
が
強
く
な
り
、
木
々
草
々
に
も
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気
の
戻
る
様
子
が
見
ら
れ
る
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そ
し
て
、春
へ
の
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が
高
ぶ
る
の
で
あ
る
。
も
う
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に
も
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き
た
。
歩
き
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じ
め
た
み
い
ち
ゃ

ん
で
は
な
い
が
、
春
よ
来
い
で
あ
る
。
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▲天下一関白神獅子舞


